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【第７回病院機能等改編計画策定委員会】

日時：平成31年2月27日（水）18：30～19：47
場所：市立吉田病院 3階 講堂

出席者：委員11名、事務局7名

【事務局より】

●委員会成立の報告

●配布資料確認

１．委員長挨拶

議長から開会の挨拶

２．議事

（１）改編計画年次計画について

※以下、配付資料に基づき説明を行った。

資料：「新館開設に向けた当院の取組み事項」

（議長）

はい、ありがとうございました。

今、コンサルタントからご説明していただいたんですが、これについて何かご質問がある方…

（●●委員）

すいません。

（議長）

はい、どうぞ。

（●●委員）

新館を改築する１年半から２年くらいの間は、入院はできるんですか？

（総合メディカル(株)）
基本的には、あの私は設計士ではないのでお答えするのはおかしいかもしれませんけども、基本的には診療（入

院）できると思っております。

（●●委員）

入院患者様が入院したまま、改築するということですか？

（総合メディカル(株)）
もしかしたらこちらの旧館を使う可能性もありますし、上手く患者様のやりとりをしていきながら入院は続け

る。

（●●委員）

一旦、その１年半から２年の間、入院をなしにしてということはないんですね？

（総合メディカル(株)）
ないです。

（●●委員）

そうですね。それがちょっと心配だったので。

（議長）

他にございませんか？

（●●委員）

はい、すみません。

（議長）

はい、どうぞ。

（●●委員）

表の中で、給食業務における提供体制の検討というところが2020年になっていますけれど、実際のところは
2019年の4月あたりから検討をして、それをもって基本設計にあたるということになろうかと思います。
（総合メディカル(株)）
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そうですね。

（●●委員）

はい。それで、給食の検討がなければ基本設計も9月くらいからやれるかなと思うんですけど、給食業務をど
うするかというとなかなか難しい問題もありますので、そこが長引けば、2020年4月になるかなというような
ところだと思っております。

（総合メディカル(株)）
こちらは、4月に修正させていただきます。
（●●委員）

申し訳ございません。

（総合メディカル(株)）
はい。

（議長）

他にないでしょうか？

（●●委員）

あとはパブリックコメントの中に、医者が2名のままで今後の計画が進められているとどこかにあったんです
が、…あ、すみません、次の議題の内容でした。

（議長）

もうちょっと後までお待ちください。

（●●委員）

はい。

（議長）

この取り組みのスケジュール、年次計画についてほかにありませんか？ → なし

私の方からよろしいでしょうか？これを見るとぎっちりとスムーズに流れるように書かれているような気もす

るんですが、行政ですのでおそらく予算的な措置とか検討とか、時間的なものもあると思うので、これは最短と

いうことで受け止めておいたのでよろしいでしょうか？

（総合メディカル(株)）
はい、そうですね。正直申し上げまして、これを一番最初に作成した時は月毎に作っていたんですけど、簡単

にズレるだろうなと作りながら思いまして、「4月から」と「9月から」と半期毎にスケジュールは作らせていた
だいております。逆にこの中であれば、半年のズレは許容範囲かなというところで、すみません、大変恐縮です

けれど、そういった意味での「4」と「9」の半年刻みで作らせていただいております。やっぱりどうしても、特
に設計のところで、もしかしたら設計が早く終わるかもしれないです。なので短くなる要素はあるかもしれませ

んけれど、公立病院ということですので、予算取りですとか議会ですとか、そういったこともございますので、

最短でこれということでご認識いただけたらと思います。

（議長）

ということは理事者の努力次第ですか。

（総合メディカル(株)）
はい。

（議長）

（病院局へ対して）よろしくお願いします。

他にございませんか？ → なし

流れとしてはこのような計画ということでよろしいでしょうか？ → 承認

（２）住民説明会・パブリックコメント報告

はい、それでは次の議題に移りたいと思います。２番目に、住民説明会とその後のパブリックコメントに関し

ての報告をまず事務局の方からいただきたいと思いますがよろしいでしょうか。

（事務局）

はい。では私の方から手短に報告をさせていただきます。ここにおられる大体の方が住民説明会に来られてい

たようですが、住民説明会の参加者数は約60名でした。●●●●プレゼンをさせていただきまして、改編計画
を簡単に紹介させていただきました。その後、質疑等に入りました。質疑等で目ぼしい所は、リハビリ棟をどう

するのか、給食業務委託についてどのように考えているのか、医師確保についてはどうなのか、またこれまでの

やり方を継続するのかどうなのか、看護師確保についてもどうなのか、そして歯科廃止について近隣の３開業医
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はバリアフリーになっているのか、そういった内容がございました。

回答としましては、リハビリ棟の解体の有無につきましては療養病棟で100㎡以上のリハビリ室が必要ですの
で、基本設計の時に新館で100㎡以上確保できるのであれば、リハビリ棟については解体の方向で、はっきり確
定するのは基本設計後ということになります。

給食業務の委託については、今、専門の職種の方で検討中ですので、今回の回答は差し控えさせていただきま

した。

医師確保につきましては、関係各機関、具体的には●●●、●●●●●●●になりますが、これまでやってき

たお願いをこれからも継続し強化していくということ、そして若干ではありますが他の医療法人と継続的な医師

の配置ができるようなところを見つけていきたいということにしています。

歯科廃止につきましては、バリアフリーについては歯科医師会等も進めているところですので、今●●医院は

バリアフリーになっておりますので、あとご存知のとおり、●●先生、●●先生のところはバリアフリーになっ

ていませんが、バリアフリーにしようと思えば簡単に造作はできますのでさして問題があるとは考えておりませ

ん。そして歯科をなくさないで欲しいという意見が２～３ございましたが、これについては、３つの開業歯科医

院がございますので、民間でできることはやはり民間ですべきという時代でありますので、そこのところを中心

に説明させていただいております。

あと、パブリックコメントの方なんですけれど、Ａ４両面の「パブリックコメントについて」という資料をご

覧ください。右上にパブリックコメント80件となっておりますが、ここは81件ございました。１件、うちのア
ンケート箱の中に入っておりまして、住民説明会でもホームページの方でもパブリックコメントを持参していた

だく折には事務所の方まで届けて下さいということを周知しておりました。その理由は、パブリックコメントと

して書かれた内容を事務職員の方で確認させていただいて、特に責任のないような殴り書きのようなものもござ

いますので、やはりその内容を確認させていただくということが大事なことになってきますので、やみくもに提

出していただくのではなくきっちりと提出先を確定させていただいた次第であります。アンケート箱に入ってお

りましたものが先程見つかったんですけれど、一応パブリックコメントに入れておくのが無難であろうというこ

とで80件から81件に増えております。
まず内訳なんですけれど、10件が事務所あて・メールで提出されました。うち１件が住所・氏名・連絡先がま
ったく書かれていないメールでありました。72件が、うちの歯科外来が独自に収集したものです。締め切り最終
日に歯科の方から電話があり、「今から持って行かせるから」ということで72件封筒に入ってボンと来ました。
さすがにパブリックコメントとして受け取るかどうか悩んだんですけれど、一応受け取るということにしました。

またこの72件のパブリックコメントを複数名の目で見て、「歯科廃止反対」というものが51件、内容不明が19
件、白紙が2件ございました。（※最終的に白紙の2件を除く70件を歯科廃止反対として取扱いました。）
そしてこのＡ４の資料なんですが、パブリックコメントにはいろんなことが書かれてありました。これから回

答の作業に入っていくわけなんですが、大きく分けて、括弧書きにあるように、住民説明会の開催方法について

が2件。そして改編計画（案）の資料及び説明等について、「エビデンスが弱い」とかエビデンスというのは根
拠というふうな言葉で訳していただければ大きく外れてはないと思いますけれど、今回のエビデンスという意味

は根拠という意味でご本人は使われているんだと思います。また上の方から5つ目に「レスパイト入院」と専門
用語がつかわれておりますが、これは介護しているご家族の方が正月や夏休みに旅行に行きたいので介護ができ

ないといった場合に、介護してもらっている方が医療は必要ないけれど臨時的に病院に入院してもらう。そうす

ると介護しているご家族が旅行に行くことができたり介護疲れを癒すことが出来るというのをレスパイト入院と

言います。こういった専門用語も散見されたんですけれど、そういった資料等についての意見がございました。

裏に移りまして、医師・看護師確保についてですが、様々な表現でこの倍くらいのコメントがあったんですけ

れど、きちんと書かれておりますものについてここに載せております。

そして歯科廃止については、歯科が持ってきた50件については全部「歯科廃止をやめて下さい」でしたので、
集約させていただいております。

また策定委員会についてというものが2件程ありました。
回答の方は策定委員会で諮るべきものではないと考えておりますので、病院局の方で回答と申しますか病院局

の考え方ということで、これから理事者、市長・副市長、そして議会の方へ説明させていただいて、それを改編

計画に落とし込んで最終決定をさせていただきます。そしてホームページの方へパブリックコメントの結果報告

という形でアップをさせていただきます。

先程住民説明会での質疑の回答でも私の方で若干触れましたが、このスタンスで一応パブリックコメントに対

する考え方もいく予定ではございます。以上です。

（議長）

はい、ありがとうございました。
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●●委員、先程の…

（●●委員）

はい。ここでも出てました医師確保について、例えばこの先難しいとは思いますけど、医師が4人、5人と万
一増えた場合に、また例えば増築とか新しく建てて病床数を増やすとか、外来を増やすとかいうことは将来的に

可能ではあるんですか？

（議長）

できますか？

（●●委員）

それは需要があればしたらいいと思います。それに尽きると思います。ただ、今のスタッフの体制では不可能

ですから、なんとかしないとですね。

（●●委員）

はい、すみません。

（議長）

住民説明会にも出席していただいた委員の方がおられると思いますが、その場でいろいろ住民の方からの質問

とか説明会の雰囲気等で何か感じたり、思われたことがあればご発言願えたらと思いますが、委員の皆様、如何

でしょうか。

（●●委員）

説明会に参加させていただいて、思った以上に（参加者が）少ないなというのが、正直な感想だったんですが、

逆にパブリックコメントが（参加した）人数以上に来ているんだと思っていたら、（先程の説明を）聞いたら、ち

ょっと僕の思ってたような類とは違うのかなと思って、なのでどれくらい意見が集約できているのかなというの

が若干気になります。多分このパブリックコメントって重要だと思うんです。ちょっと中身が偏っているのかな

という感じがどうしても出てしまったんですけど、ただこれは率直な意見で、もちろん反対意見がいろいろ多い

のかなと思っても、それでも貴重な意見だと思うので、活かせることや考慮できるところは極力していただきた

い。ただまあちょっと、結局、歯科を除くと20件くらいですかね、パブリックコメントとしては？
（事務局）

歯科関係を除くと、事務所に直接提出とメールを合わせて10件なんですけど、この中で2件（正しくは4件）
だけ町内の方でした。吉田町内におられる方が2人しか出されていない。それ以外の8件（正しくは6件）は町
外の方です。

（●●委員）

町外？どういうことですか？

（事務局）

旧宇和島市内の歯科医師とか大学の方とか、松山の方とか…

（●●委員）

その方達もやっぱり反対…歯科関係のご意見ですか？

（事務局）

そうです。

（●●委員）

じゃあ実際の吉田の住民でコメントをくれたのは2人ということですか？
（事務局）

はい。（※正しくは2人ではなく、4人）
（●●委員）

ただ、それだけ出てても、歯科に対しての思いは若干、そこはちょっと汲み取らないといけないと思うので、

全部関係ないは暴言になるので、そこは…今まで僕が話を聞いてみて、やむ無しなのかなとは思うんですけど、

そこはきちんと説明していくことが大事になってくるのかなとは思います。例えば出てきた案に対して開業医の

先生方と協議しながら新しい案を出していくとかいうことは必要かなとは思うんですけど、あとやっぱりそうい

うふうに歯科から出てきたということは●●の●●先生と言うか歯科の方は続けたいという気持ちはあるという

ことなんですよね。

（事務局）

失礼します。あの、私の方が歯科の方に出向いて聞く立場ではないので、全く聞いてないんです。ただ耳にし

たのは●●●●が積極的に動かれているということを人づてに聞いております。

（●●委員）

●●の●●先生には僕もいろいろお世話になったので、そこだけは難しいかもしれませんができれば円満に上
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手く収まればいいなとはすごく思うので、思った以上に拗れているみたいなのが雰囲気的に感じます。本当にず

っと診ていただいていてお世話になっていたので、そこは気になっていたんですけど。

ということは逆に言えば2件しか、歯科関係以外は、2件しか出ていない？
（事務局）

町内からは、です。町内の方からのパブリックコメントは2件（※正しくは4件）です。
ついでに言いますと、72件が歯科から封筒に入れられてボンと最終日に届いたわけなんですけれど、やっぱり
（直接本人から）事務所に届けて相談とかしていただきたかったというのが、事務局側の感想です。そうすると

内容が白紙のパブリックコメントとか、歯科廃止なのか内容が全く読み取れないというようなパブリックコメン

トを避けることが出来たと思います。その他、やめて欲しいとかただ単に書いてあるものもあったんですけど、

何をやめていただきたいのかその場で書いていただいたら、普通に受け取れますよというようなアドバイスもで

きたんですけど、そこが残念でなりません。（※最終的に白紙の2件を除く70件を歯科廃止として取扱いました。）
（●●委員）

そうですね、中身が聞けたらなお良かったのかなと思うんですけど、そうですかぁ。

（議長）

委員の名前は公表されていないので、おそらく各委員さんのところへ問い合わせなり、歯科廃止に対する反対

とかいう声は届いてないと思うんですけど、何か言われた委員さんはおられますか？

まあ、いろいろと後のことに影響があるといけませんので最初から名前は伏せての発言（議事録）にしていた

ので、そんなには知られていないだろうと思いますけど。

（●●委員）

まあ、ちょっと個人的に話した時に、歯科に関してはやめるの？という話はあって、そこでちょっとサラッと

した話ではあったんですけど。やっぱり若干、僕らも最初聞いた時の意見として、やめるのかなというのはあっ

たので、やっぱりそういう風な印象は多分持たれているのかなとは思います。ただ、結構このパブリックコメン

トというのはすごく貴重な意見だったと思うので、もっと多様な意見が聞けたら良かったのかなというのはあっ

たんですけど…。もちろん、歯科をやめないでほしいという意見はそれはそれで貴重な意見だと思うし、それは

それできちんと汲み取った上で。

（議長）

他に何か意見は…？

（●●委員）

この住民説明会前に、御婦人の方達に歯科を廃止するということを知られていて、「絶対やめないで欲しいね」

と皆さん言ってらっしゃいましたから、どこから漏れたんだろうと思いました。結構な人数の方に知られていま

したよ。「私、反対。●●さん、知ってる？歯科廃止になるんだって。」と教えて下さいました。

（総合メディカル(株)）
ホームページの議事録に書いてありますので、歯科の議論は当然載ってますので。

まぁ、今のお話をお伺いすると、吉田町の方（のパブリックコメントは）2名しかなかったですけど、皆さん
見られてはいるのかもしれないですね、きちんとホームページを、いろんな人から聞いたりとかして。

（●●委員）

ただやっぱりその病院関係に意識のある方が見ていただいているんだと思うんですよ。本当だったらこういう

住民説明会とかパブリックコメントは、逆にそういうとこと縁遠い方の意見の方がすごく貴重、もちろんそうい

う方の意見も貴重なんですけど、やっぱり普段関わっていない方に知っていただくというのが一番だったかなと

思うので…。

（●●委員）

すみません。

（議長）

はい、どうぞ。

（●●委員）

私、この説明会の時に、あぁ少ない、と思いましたね、第一印象として。あぁ、関心ないかぁ、と思ってガッ

カリしてました。それでここを見たら（パブリックコメントが）81件あった。あぁ、やれやれと思ったら、歯科
の方で72件、吉田町から2件とガッカリ。それでは住民がどう考えているかちっとも分からないと切実に今考
えておりました。どうすればいいんだろう？というのも、病院側からいっぱいアピールするなり何かをしていた

だかないといけないのかなと思います。現実はこの通りに行くのかなと思いますけど、住民の気持ちがちっとも

入らないのかなぁと、でも現実に入院したり通院したりしているわけだから、吉田病院がなくなったらいけんと

いう意見は皆さん持っていらっしゃるから。
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（議長）

他、感想ございませんか？はい、どうぞ●●委員。

（●●委員）

私の知り合いと言いますか、母なんですが、そういう噂を知らなかったんです。

（●●委員）

説明会のことを？

（●●委員）

はい。私の方から、回覧板で回るから見とって欲しいということを伝えていたんですけど、それでもまた別の

機会に回覧板に入ってたのを見たかと聞いたら知らないと。

（●●委員）

（回覧板ではなく）広報に挟んであったでしょう。

（●●委員）

そうそう。

（●●委員）

だからやっぱりああいうのをきちんと読んでいる人と言っても少ないと思う。例えば学校でもアンケートのよ

うなものを取った方が良かったのかな、とか。

（●●委員）

私は●●●●●女性部の代表として参加していますから、●●●●●の、皆には言ってないですけど、２～３

人の方に住民説明会があるから来てねと言っておりました。でも寒かったからよう行かんかったと言われました。

資料だけ渡しましたけれど。そんなことで開催時期が、ここにもありますけどね。昼間だったら行けれたのにと

か意見もありました。

（●●委員）

あー、昼間ですか。年配の方はそうですよね、昼間の方が行きやすいですよね。

（●●・●●委員）

そうですね、仕事もしておりませんし。この時期寒いですから。

（●●委員）

ただ、僕らの世代の仕事をしている人達はほとんど姿が見えなかった。

（議長）

まぁ、私の意見は控えるべきかもしれませんが、私はこの出席者数を見て「やっぱり」と思いました。何回も

病院関係の、これとは別ですが、広報活動をして集めるようにして、今回は行政ですから広報に折り込みを入れ

て、かつ放送も入れて、大概周知はしているはずなのに、それでも出席者はこれくらいです、あぁやっぱりと。

あれが吉田病院がなくなるという話でも流れたら、もっと来るとは思いますけど。

（●●委員）

あーなるほど。

（議長）

それと私の所に話が入ったのは、2日後に愛媛新聞の3面の記事を見て、病院がなくなるわけではないんやね
という反応は多かったですね。「残るんやね？」「残さんといけんやろ、やっぱり要るやろ」という話はしたんで

すけど。

（●●委員）

多分また若い年代の人はあまり病院に行くことがないので、病院が、先程言われたように「なくなる」という

ことじゃなければ、あまり若い人達には関心がないと言ったら変な話ですけど、どっちかと言うとある程度年配

の方で普段通院されているとか薬をもらっている方の方が興味はあると思うので。ただそういう方は夜だったら

来れないとか、寒かったら来れないとかいろんな事情もあると思うので、多分若い人達が関心を持って説明会に

来てくれるかと言うと余程のことがないと難しいと思います。

（●●委員）

そうですね、下手したら「吉田病院がなくなる」と言っても、そこまで関心がないかも。というのも…

（●●委員）

宇和島に行けばいいやと若い人だったら思うかもしれませんよね。

（●●委員）

変な話、若い人は、最悪車で行けるんですよ。やっぱり利用される方っていうのはやっぱり年配の方が主にな

ってくると思うので、車が使えなくなった頃に重要だということに多分なってくる。

（●●委員）
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すみません、ちょっと聞きたいんですけど。

（議長）

はい、どうぞ。

（●●委員）

吉田病院を守る会の資料が入りましたよね、各家庭に。あれの反応はどうだったんでしょうか？

（議長）

回答は少ないですね、私が知っている限りでは。やっぱりそうです。

（●●委員）

あぁそうですか。それとこちらと比較してどうだったかなと思いまして。

（議長）

その住民の会が年1回、今年度はやれていないので、総会を今度するんですけど、やっぱり40～50人までで
すね。新聞に折り込みを入れて、マイク放送は使えないので街宣で広報して回って、それだけの努力をしても、

やっぱり少ない。そのうち、病院の関係者がおりますから、一般の住民となれば20～30人くらいですね。
（●●委員）

私も参加したことがありますが、看護師さんが多く出てきているからね。

この間も看護師さん多かったものね。

（●●委員）

そういう方の意見もなるべく吸い上げていきたいけど、一番僕らとして困るのは、形が決まった後で言われる

のが一番どうしようもないので、言いたいことがあるのなら今言ってもらいたい。吸い上げる時に吸い上げてお

きたい。

（議長）

今回の、歯科を廃止しないで欲しいというのは、ここへ来られている患者さんの声ですよね。過去にも、それ

はドクターがいなくなるということで小児科・産婦人科が廃止になるという時は、やっぱりお産をするお母さん

達からものすごく反対がありました。署名なんかも2000程集まったりとか、それは吉田町だけではなく明浜町
とかこの近くの市町村からあったんですけど、それも一過性でそのうちに静かになりましたけどね。今回の歯科

も、そういう自分が来られている人と、先生がどれだけこの計画にご納得いただいているのかなというのを私は

感じているんですけど。

（●●委員）

そうですね、やっぱりそこがちょっと気になりますよね。できれば難しいとは思うんですけど、なるべく納得

していただいて…。

（議長）

ちょっとそのパブリックコメントの数とかいろいろその経緯を聞くと、その辺のところも少しあるかなと思わ

れる節もあるので。確かにここへ来られている患者さんはなくなったら不便ですよね。

（●●委員）

私は17年程ここへ来ているんですが、どうしようかなと思っています。
（●●委員）

私は吉田病院に歯科があることを知りませんでした。民間開業医に行くものだと思っておりました。

（●●委員）

ただ、だからこそ80件のうちのまあまあの数を集めてこられたということは、そういう意見は強いというこ
とは認識しておいた方が良いと思いますけど。

（議長）

この件に関しても、これから後のこともですけど、委員さん各自の責任ではないですので。それで良いですよ

ね、事務局。

（事務局）

はい、その通りです。あとは病院局が精査・検討して最終結論を出させていただきますのでよろしくお願いい

たします。

（議長）

他にご意見ございませんか？

（●●委員）

すみません。本質的なところではなくて、確認なんですが。数なんですけど、パブリックコメントの数という

のは大事だと思うんですけど、先程の話で歯科で収集ものが72件、それは白紙を除いてですよね？
（事務局）
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白紙を除いて70件です。
（事務局２）

歯科が持ってきたのが…

（事務局）

72件。
（事務局２）

それ以外に…

（●●委員）

11件ですよね。
（事務局２）

歯科関係は…

（●●委員）

歯科関係じゃないです、パブリックコメントの数として、歯科が収集したのが72件、その他が10件プラス1
件、ということは83件ですよね？すみません、本質的なことではないんですが、数の確認で…
（事務局）

今の数なんですが、81件です。
（●●委員）

あぁ、72のうちの2つが白紙だから70ということで、あと11…
（●●委員）

じゃあ白紙を外してということですね。

（事務局）

白紙を外して

（●●委員）

歯科収集が70件、その他が11件で81件ということですね。はい。
（議長）

その10件のうち2件が町内の住民、7件が町外、1件が住所氏名がないと。
（※正しくは「10件のうち、4件が町内の住民、5件が町外、1件が住所氏名がない」）
（議長）

このことについて、何かありませんか？

（●●委員）

あの、パブリックコメントについていろいろ出していただいて参考にできそうだとか吸い上げられそうな意見

とかはありそうなんですか？僕も難しい言葉がすごく多くて正直ほとんどよく分かってないんですけど、多分専

門に通じている方のご意見が多いのかなという感じで、せっかく出していただいているので活用できる意見があ

れば、それを組み込めれるのであればせっかく出していただいたのにそのまま流してしまうのも勿体ないかなと

思う反面、正直僕にも難しい内容が多くて、的を射ているのか射ていないのかを含めて全く分からないんですけ

ど。感情的な話はすごくよく分かるんですけど、専門的な話になると全く、的を射ているのか射ていないのか、

くみ取るべきなのか汲み取らざるべきなのか…。

（●●委員）

多分、このコメントを読んでいると、感情的なもの、実際に病院の事情とか医師確保の現状とか看護師確保の

現状とかを分かってないで自分の思ったことをただ言っている方が多分ほとんどだと思うので。

ここに書いてあるようなパブリックコメントの一つ一つに回答をするのかということになると思うんですが。

（議長）

事務局、どうお考えですか？

（事務局）

特に資料にある「レスパイト入院」だとか「エビデンスが弱い」等、専門用語を使われているところもありま

すが、この策定委員会にコンサルさんから出していただいた資料は間違いのないものです。そしてパブリックコ

メントで届いた指摘などは全てコンサルさんの方で全部踏まえてそれなりの資料を作っていただいて、自信をも

って良かろうかと思っております。やはり大枠で括らせていただいて、自分たちが今まで行ってきた策定作業、

そして病院局でもそれを精査し検討していった経緯というのは自信を持って良かろうかと思っております。

そして唯一やっぱり医師確保、看護師確保については、今までのこと、それからこれから先のこと、そして継

続的な医師の確保、を総合的に勘案しないといけないものですので、なかなかこういった質問者に対してご理解

を得ることは難しいのではないか、その上でやはり抽象的な回答にはなるんでしょうけど、そうせざるを得ない
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ところがございます。

歯科廃止につきましては、やはり３つの開業歯科医が吉田町にはある。また例えるのが良いのかどうかは分か

りませんけど、例えば、津島町です。人口は吉田町よりも多いです。津島病院の中には歯科はございません。歯

科の開業医が５つあります。その中で、訪問歯科の診療もやっておられるようです。特殊なパターンで病院に患

者様が来たら、そこで開業医の方が行って治療されるということも若干はあるそうなんですけど（歯科治療が必

要な入院患者様がいれば、開業医へ連絡し来てもらう）。そういったところで、今、吉田病院では訪問歯科診療を

やっておりません。これから歯科医師会は地域包括ケアシステムの中で訪問歯科診療もやりなさいということも

進めておりますし、それをやらないと寝たきりの方などはなかなか口腔ケアができないのではないかと考えてお

ります。

それで、歯科廃止について、やっぱり民間でできることは民間でというのが、公と民が仲良くこの町を支え合

って行く唯一の手段ではあるかと思っております。そういった内容で回答の方はさせていただこうかと考えてお

ります。

策定委員会について、と最後にございますけど、例えば、歯科の方から歯科の患者数の減り方、収益の赤字の

減り方よりも、皮膚科・眼科・心療内科の方が患者数の減り方や赤字額が大きいんじゃないかというようなご質

問がございましたが、これはご存知のとおり吉田町内に心療内科の開業医、耳鼻科の開業医も、眼科の開業医も

ございません。例えそこで赤字がものすごく発生していても、公立病院である以上はこれらの外来を残します。

これは病院局として公立病院の使命であると考えております。具体的には、心療内科と耳鼻咽喉科は赤字です、

それでも歯科程の赤字ではございません。眼科は逆に数千万単位で黒字です。以上です。

（●●委員）

ちょっと良いですか？

（議長）

はい、どうぞ。

（●●委員）

パブリックコメントについては真摯に受け止めて対応させていただこうと思います。やはり同じような質問が、

特に歯科の廃止を考え直して欲しいというものが多いので、それは同じ回答の繰り返しよりも類型してまとめて

回答を作らさせていただこうかと考えております。それから、政策決定に関わるような歯科の廃止以外について

は回答できる分については今の時点で回答できると思うんですけども、歯科の廃止については以前の資料にもあ

りましたようにこれからこれだけの意見をいただきましたので、病院局の考えを添えて理事者と相談し、議会と

相談して、方針を決定したいと考えておりますので、そこはちょっと今後そういう進め方をしますというような

回答になってくるんじゃないかと思います。

（議長）

はい、ありがとうございました。まだ完全決定ということではないと受け取って良いのでしょうか？

（●●委員）

はい、そうです。今後また相談していきます。

（議長）

歯科に関してはそういうことですので、委員の皆さんもご承知おきください。

それと、コンサルタントさん、よろしいですか？このパブリックコメントの中で、コンサルのことを聞かれて

ますが、これに対しては自信を持ってそんなことはないんだとこの場で言っておいた方が良いのではないです

か？

（総合メディカル(株)）
そうですね。もうコメントの方には我々が関わるところには全部回答を作らさせていただいて、そうさせてい

ただいております。やはり今回の改編計画に関して、他のいろいろな計画がございますけど、今回はあくまでこ

の改編計画ということで、当然公立病院改革プランやいろんな計画のもと、動いております。ですので、言い方

は悪いんですけど、いろんなものが一緒くたになってきている印象を受けておりますので、一つ一つ私なりに分

解させていただいて、お返事は作らせていただきましたので、そこは自信を持っております。はい。

（議長）

大変失礼なことを申しましたが、ありがとうございました。

（総合メディカル(株)）
愛媛県の医療計画や市のいろいろな計画をもう一度読み直した上で返答させていただきました。

（議長）

それではこの件についてはこれでよろしいでしょうか？ → 異議なし
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３．その他

（１）策定作業終了雑感

※各委員、策定作業に関わった感想を述べる。

（議長）

はい。それではこの辺で終わりということでよろしいでしょうか。

では、ちょっと長くは話しませんが、最後に、まずはお礼を申し上げたいと思います。委員の皆さんには本当、

昨年の8月から7カ月間、月1回の委員会でありましたが、毎回ご出席していただきまして本当にありがとうご
ざいました。何も分からない●●の私がとりまとめということで大変不安でありましたし、どう進めていいかと

いうことが大変でしたが、コンサルタントさんや事務局等にご指導いただきまして、なんとか今日の会まで進め

ることが出来ました。

私からのお願いと言いますか、この計画が一応出来ましたので一日も早く計画に沿った新生吉田病院を誕生さ

せていただきたいなと思っております。それこそ身の丈に合った病院になると私は確信しております。一日も早

く出来上がることを楽しみに、それまでは私もまた仕事を一生懸命頑張りながら、病院のお世話にはならないよ

うにおりたいと思っております。今後ともまたよろしくお願い致したいと思います。本当に今日までありがとう

ございました。

（一同）

ありがとうございました。


